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マンスリー･レポート NO.２ 

今月の話題：5 月に入ると公共職員はクールビズと理由をつけて一斉に軽装になった．もともと，日本には衣替えと

季語にもあるくらいだから，わざわざ夏姿の言い訳をしなくてもと思ったが，1週間ばかりは時ならぬ低温で寒そう

に見えた．言葉とその建前と現実は兎角，ずれがちである．最近，集団的自衛権という言葉が厳しく論議されている．

先ず，状況のグレーゾーンから協議するということだが，グレーという色にも大きな幅があるから紛糾は必至だろう．

企画委員会の意向を得て，早速に見切り発車の如くサーツニュースの発行を始めましたが，早速に注文をいただき，

タイトルを改めました．内容にも逐次，改良を加えますので，ご意見，ご希望をお寄せください．（担当：伊藤誠三） 

 

□ 建築部会（安部重孝記） 

・モンゴル・シンポジウム企画 

日程：8/22～27 費用約 20 万円 

趣旨：モンゴルの建築技術向上に向けた日本の技術

協力の可能性 （なお，建築分野の産業の海外展開

の推進に関する事業として国交省公募に申請中） 

・IPD 講座（開発業者委託建築技術講座）の開始 

本年度第 1 回 6 月 16 日 講師 伊藤誠三「仕上げ

材の選択に関する設計上の留意点 －石，シール，

防水材を中心に考える」  

第 2 回 6 月 30 日 講師 山下純一 「建築生産の

変革を目指す BIM とその最新動向」 

・次回部会予定：6 月 18 日（木）17：30 ～ 

 Working: 6 月 2 日 14:00 ～ 

□ 戸建部会（阿部市郎記） 

・５月から部会の折に交代で部会員の方に自由発表

していただくことにしました。第１回は栗原潤一氏

（(株)ミサワ総研）から，「改正省エネルギー基準の

動向」についてうかがいました。６月は河合誠氏（日

本ＣＬＴ協会）から木質新材料として脚光を浴びて

いるＣＬＴについて、お話しをうかがいます． 

・次回部会予定：6 月 5 日（木）18 時 ～ 

□ 集合住宅部会（小畑晴治記） 

当月特記事項なし 

□ マンション管理組合支援事業（向野元昭記） 

当月特記事項なし 

・次回部会予定：6 月 24 日(火）16：00～ 

□ タウンハウス研究会 

当月特記事項なし 

□ LLB 技術研究会 

当月特記事項なし 

 

□ 短信：（伊藤記） 

☆ 5 月 29 日本年度第 4 回拡大理事会開催 

和田章、松村秀一両代表を始め、14 人が出席

今年夏のモンゴルへの調査、交流計画に話題が

集中した。次回は 9 月 3 日（水）の予定 

☆ 寺子屋：「文化財建造物保存修理技術と新

たな町づくり」－山鹿市「八千代座」の平成大

修理より－  講師 賀古唯義氏（文化財建造

物保存技術協会 副参事），5 月 28 日（水）東

京大学工学部 11 号館 8 階松村藤田研究室 会

議室にて開催．内容報告は 61 号に掲載予定 

☆ A-Forum 訪問：5 月 27 日，4 名で訪問，展

示されている最新構造施設の模型を見ながら夢を

膨らませました． 

□ 自主交流企画予定： 

☆ 101 歳の近代住宅（上野邸）見学会のお知らせ：

場所：田園都市線桜新町駅徒歩 12 分，日時：6 月

8 日：第 1 回 14：30～ 第 2 回 15：45～  

申込み先：pxu16245@nifty.com  

☆ 銘木館（日本住宅・木材技術センター）訪

問希望者募集：日本有数の銘木を見にゆきま

せんか，野村信之さんが案内してくださいま

す．希望者は伊藤まで．訪問日は後日，決定 

☆ サーツ・シンポジオ次回予定：6 月 27 日（金） 

（注：月例の自由参加，世事談論の会です．純米

銘酒，料理が用意されます．会費 5000 円 新規参

加ご希望の方は伊藤まで） 

☆ ゴルフ会：5 月 9 日 中山ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞにて 2 組 8

名の参加で開催．参加ご希望の方は大里さんまで，

次回日程決定次第，連絡いたします． 

☆ 後記：会員の皆様からの情報を待っています．

多方面の動向をお知らせください． 


